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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
劇
場
小
説
版
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
真
実
が
動
い
た
頃
に
東
方
真
実
劇

ま
こ
と

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
２
２
０
Ｉ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
夜
明
頃
か
ら
２
カ
月
も
経
た
な
く
、
新
た
な
敵
が
現
れ
た
そ
い
つ
の
名
は
、

堕
天
使
、
御
刃
彦
之
尊
だ
っ
た
。

ゴ
ハ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
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（
前
書
き
）

つ
い
に
、
新
し
い
劇
場
小
説
版
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
感
想
と
評
価
の
程
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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今
日
は
、
最
悪
な
日
だ
っ
た
。

雨
が
降
っ
た
後
、
妖
怪
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
、
あ
る
人
が
助
け
て
く
れ

た
か
ら
。

霊
夢
「
あ
の
人
の
名
前
っ
て
確
か
ー
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
さ
ん
だ
っ
た

よ
う
な
？
」

卆
陀
「
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
、
お
前
が
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の

か
？
」

ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
「
堕
天
使
御
刃
彦
之
尊
は
、
こ
の
地
球
を
滅
ぼ
せ
る
力

ゴ
ハ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

が
あ
る
。
そ
れ
を
俺
が
一
部
を
取
り
込
ん
で
、
破
壊
す
る
の
さ
。
」

邪
悪
な
空
気
が
再
び
、
動
き
出
す
。

劇
場
小
説
版
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
真
実
が
動
い
た
頃
に
東
方
真
実
劇

文
「
大
ス
ク
ー
プ
だ
よ
ー
。
」
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射
命
丸
文
、
彼
女
は
、
文
々
。
新
聞
を
発
行
し
て
有
名
に
な
っ
た
風
神
少
女
だ
。

６
２
３
「
ど
ん
な
ス
ク
ー
プ
だ
ろ
う
か
、
楽
し
み
だ
。
」

文
々
。
新
聞
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

カ
ド
ル
ス
「
御
刃
彦
之
尊
が
復
活
、
地
球
滅
亡
の
危
機
到
来
か
？
」

モ
ー
ル
「
御
刃
彦
之
尊
、
は
る
か
昔
に
、
天
照
大
神
を
殺
そ
う
と
企
て
た
天
使

ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ

で
す
。
彼
は
封
印
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
封
印
が
解
け
た
と
い
う
こ
と
は

危
険
で
す
。
堕
天
使
に
成
り
て
い
る
御
刃
彦
之
尊
は
ど
ん
だ
け
の
力
を
持
つ
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
」

サ
イ
エ
レ
ン
ス
「
ど
う
も
、
グ
ル
が
い
る
ら
し
い
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
御
刃
彦
之
尊
の
能
力
値
は
、
攻
撃
力

２
９
億
、
防
御
力
２
８
億
９
千
万
、
素
早
さ
４
５
０
兆
だ
っ
て
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
諏
訪
大
社
へ
、
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
き
ま
ー
す
」

ナ
ズ
ー
リ
ン
「
チ
ー
ズ
、
チ
ー
ズ
」

み
ん
な
は
こ
け
て
い
た
。
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首
領
パ
ッ
チ
「
チ
ー
ズ
が
そ
ん
な
に
ほ
し
い
な
ら
あ
げ
る
よ
、
エ
イ
ッ
。
」

ナ
ズ
ー
リ
ン
「
チ
ー
ズ
?
」

ア
ン
ゴ
ル
・
水
素
「
首
領
パ
ッ
チ
、
剣
符
　
蒼
天
の
黙
示
録
」

首
領
パ
ッ
チ
「
ぎ
ゃ
ー
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
禁
忌
　
お
ふ
ざ
け
は
許
さ
な
い
」

天
の
助
「
っ
て
な
ん
で
俺
ー
」

ほ
か
の
み
ん
な
は
、
強
い
溜
め
息
を
つ
い
た
。

御
刃
彦
之
尊
「
よ
し
っ
、
野
郎
ど
も
出
撃
準
備
だ
。
」

「
オ
ォ
ー
」
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リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
　
人
間
界

ニ
ョ
ロ
モ
「
敵
が
来
な
い
う
ち
に
、
さ
っ
さ
と
仕
上
げ
る
ニ
ョ
。
」

赤
ニ
ョ
ロ
モ
「
敵
が
来
た
ニ
ョ
ー
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
聖
雷
　
サ
ン
タ
サ
ン
ダ
ー
ソ
ー
ド
」

黄
ニ
ョ
ロ
モ
「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
！
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
ニ
ョ
ロ
モ
達
は
、
急
い
で
闇
幻
想
郷
に
行
っ
て
来
て
、
こ
こ

は
僕
が
殺
る
。
」

妖
怪
「
貴
様
に
何
が
で
き
る
。
」
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キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
お
前
ら
、
妖
怪
を
消
す
の
さ
、
聖
な
る
雷
よ
解
き
放
た
れ
ろ
、

聖
雷
　
サ
ン
タ
サ
ン
ダ
ー
α
」

「
ぎ
ゃ
ぁ
ー
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
言
い
忘
れ
た
け
ど
、
僕
も
妖
怪
だ
っ
た
へ
っ
」

ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
　
闇
幻
想
郷

フ
レ
イ
キ
ー
「
え
ー
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
さ
ん
、
ほ
か
の
妖
怪
と
戦
っ
て
い
る
の
。

」ニ
ョ
ロ
モ
「
そ
う
な
ん
で
す
よ
ー
援
軍
、
つ
け
な
い
と
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
か
わ

い
そ
う
だ
か
ら
。
」

「
私
が
行
っ
て
き
ま
し
ょ
う
か
？
」

フ
レ
イ
キ
ー
「
八
雲
紫
さ
ん
！
」



8

紫
「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
の
援
護
な
ら
、
私
が
得
意
事
で
す
し
、
境
界
を
使
っ
て
妖

怪
た
ち
を
抹
消
出
来
ま
す
わ
。
」

フ
レ
イ
キ
ー
「
僕
も
い
く
で
す
ぅ
。
」

紫
は
、
困
っ
て
し
ま
っ
た
、

「
い
い
け
ど
、
フ
リ
ッ
ピ
ー
さ
ん
と
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
を
連
れ
て
い
っ
た
ら
ど
う

？
」

カ
ド
ル
ス
「
そ
う
い
え
ば
、
あ
い
つ
が
い
た
よ
う
な
？
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
あ
い
つ
の
こ
と
な
ら
、
心
配
す
る
な
、

い
つ
も
い
な
く
な
る
か
ら
。
」

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
「
革
命
と
。
」

カ
ド
と
ト
ウ
「
何
ー
革
命
き
ち
ゃ
っ
た
。
ｏ
ｒ
ｚ
」

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
「
革
命
が
来
て
落
ち
込
ん
で
い
る
の
か
？
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
負
け
が
確
定
し
っ
ち
ま
う
ん
だ
よ
。
」

カ
ド
ル
ス
「
こ
こ
は
、
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
と
必
ず
其
れ
を
、
奪
う
な
ん
て

戦
略
性
は
緩
め
て
よ
。
」
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テ
リ
ハ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
一
匹
狼
兵
「
御
刃
彦
之
尊
が
復
活
し
た
の
だ
と
！
」

ぬ
え
「
そ
う
よ
。
私
、
な
ん
か
裏
切
ら
れ
た
感
じ
す
る
わ
。
」

妖
怪
「
や
っ
ち
ま
お
う
ぜ
ケ
ッ
ー
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
ケ
」

テ
リ
ハ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
一
匹
狼
兵
「
ぬ
え
、
先
に
行
っ
て
て
く
れ
。
」

ぬ
え
「
わ
か
っ
た
わ
。
」

テ
リ
ハ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
一
匹
狼
兵
「
透
明
　
フ
ァ
ッ
シ
ュ
」

妖
怪
「
姿
が
見
え
な
い
ぞ
、
ギ
ャ
ー
」

妖
怪
の
首
筋
か
ら
血
が
大
量
に
出
て
い
た
。

「
こ
の
野
郎
、
ど
こ
に
居
や
が
る
グ
ワ
ー
」

次
々
と
倒
さ
れ
て
い
く
、
妖
怪
た
ち
。

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
　
　
　
　
諏
訪
大
社
　
　
本
社

諏
訪
子
「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
さ
ん
だ
。
」
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セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
神
奈
子
は
、
い
る
か
い
？
」

諏
訪
子
「
い
る
け
ど
？
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
緊
急
事
態
だ
。
世
界
が
滅
び
る
。
」

早
苗
「
そ
れ
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
説
明
し
て
く
れ
な
い
？
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
御
刃
彦
之
尊
が
怒
り
の
復
活
を
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
い
つ
は
、
一
度
、
天
照
大
神
を
暗
殺
し
よ
う
と
た
く
ら
ん
だ
天
使
で
、
私
が
、

そ
い
つ
を
封
印
し
た
つ
ま
り
責
任
者
で
も
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
が
、

封
印
を
解
い
た
の
な
ら
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
は
殺
さ
れ
て
、
御
刃
彦
之
尊

だ
け
が
、
堕
天
使
と
し
て
蘇
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
」

卆
陀
「
く
そ
っ
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
め
、
解
き
放
っ
た
途
端
、
吐
血
し
て

死
に
や
が
っ
て
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
卆
陀
、
無
事
だ
っ
た
か
？
」

卆
陀
「
無
事
じ
ゃ
ね
ぇ
ー
よ
、
左
腕
を
見
ろ
、
御
刃
彦
之
尊
の
羽
根
で
切
ら
れ

た
、
奴
は
、
と
ん
で
も
ね
ぇ
ー
ほ
ど
強
い
ぞ
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
だ
か
ら
っ
と
言
っ
て
御
刃
彦
之
尊
を
殺
す
作
戦

を
考
え
な
け
れ
ば
な
。
」

神
奈
子
「
聞
い
た
ぞ
、
そ
の
話
。
」

諏
訪
子
「
私
た
ち
も
、
そ
の
御
刃
彦
之
尊
を
倒
す
の
？
」
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イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
「
息
子
の
話
を
聞
い
た
ら
き
っ
ち
ま
っ
た
。
」

仏
陀
「
私
も
、
其
の
戦
い
に
参
戦
し
よ
う
。
」

神
奈
子
「
今
は
、
宗
教
な
ん
ぞ
、
ど
う
で
も
い
い
、
堕
天
使
を
倒
す
な
ら
、
仏

教
も
キ
リ
ス
ト
教
も
神
道
も
関
係
な
い
。
自
由
を
奪
う
も
の
は
み
ん
な
敵
だ
。
」

御
刃
彦
之
尊
「
神
々
が
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
に
成
る
。
」

ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
　
闇
幻
想
郷

そ
ろ
そ
ろ
、
神
と
堕
天
使
の
戦
い
が
始
ま
っ
た
と
思
っ
た
。

御
刃
彦
之
尊
が
繰
り
出
し
た
妖
怪
を
退
治
し
な
が
ら
。

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
　
人
間
界
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キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
は
ば
て
て
い
た
。

「
死
ね
ー
」

「
黒
穴
　
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
キ
ャ
ノ
ン
」

「
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
」

「
援
護
し
て
や
る
ぜ
。
」

「
僕
が
呼
ん
だ
で
す
ぅ
」

フ
レ
イ
キ
ー
が
そ
う
い
っ
た
。

「
聖
雷
　
サ
ン
タ
サ
ン
ダ
ー
」

「
黒
穴
　
Ｘ
線
の
大
喝
采
」

二
つ
の
力
は
一
つ
に
成
り
、
妖
怪
た
ち
を
跡
形
も
な
く
消
し
た
。
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リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
　
人
間
界
　
諏
訪
大
社

「
罪
滅
　
　
根
源
の
罪
を
途
絶
え
よ
」

御
刃
彦
之
尊
「
お
前
等
の
、
命
は
、
こ
こ
ま
で
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
や
る
。

」神
々
「
な
に
っ
！
」

御
刃
彦
之
尊
「
ｂ
ｕ
ｒ
ｓ
ｔ
　
ｄ
ａ
ｒ
ｋ
　
ｏ
ｆ
　
ｄ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
 
 

ｅ
ｖ
ｏ

ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

諏
訪
子
「
こ
れ
っ
て
、
ま
ず
い
か
も
。
」

予
感
は
的
中
し
た
。

御
刃
彦
之
尊
「
俺
は
、
あ
の
異
次
元
に
幽
閉
さ
れ
て
か
ら
以
降
、
こ
の
力
を
手

に
入
れ
た
。
わ
が
名
は
、
御
刃
彦
之
尊
第
二
形
態
。
」

「
地
球
を
壊
さ
せ
る
わ
け
に
は
、
い
か
な
い
。
」

御
刃
彦
之
尊
第
２
形
態
「
何
者
だ
。
」

「
桟
弾
山
松
江
御
醍
彦
だ
。
」

セ
ン
ダ
ン
サ
ン
マ
ツ
エ
ゴ
ダ
イ
ヒ
コ
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ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
　
闇
幻
想
郷

「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
セ
イ
バ
ー
だ
。
」

銀
時
「
こ
れ
は
、
ま
ず
い
ぞ
。
」

「
卆
陀
の
卍
天
楼
ま
で
あ
る
。
」

人
間
界
　
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド

フ
レ
イ
キ
ー
は
あ
る
メ
モ
帳
の
紙
を
見
つ
け
た
。

フ
リ
ッ
ピ
ー
が
読
ん
だ
。

「
闇
幻
想
郷
へ
戻
り
な
さ
い
、
そ
し
て
ニ
ョ
ロ
モ
達
に
作
ら
し
て
も
ら
っ
た
神

器
を
神
武
天
に
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
最
強
の
剣
が
で
き
る
。
そ
の
剣
の
名
は
、

十
仏
の
剣
だ
。
そ
の
剣
を
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
に
渡
せ
そ
う
す
れ
ば
、

御
刃
彦
之
尊
を
倒
せ
る
。
急
げ
時
間
が
な
い
。
」
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フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
「
御
刃
彦
之
尊
を
倒
す
に
は
闇
幻
想
郷
に
行
き
、
神
武
天
と
神

器
を
組
み
合
し
、
そ
し
て
ま
た
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
に
あ
る
諏
訪
大
社
へ
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
闇
幻
想
郷
ま
で
送
り
ま
す
。
」

紫
「
ち
ょ
っ
、
待
っ
て
よ
、
私
の
境
界
な
ら
一
発
だ
わ
。
」

フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
は
、
少
女
の
姿
に
成
っ
て
い
た
。

フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
の
一
番
の
理
解
者
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
は
い
い
提
案
だ
と
言
っ
た
。

「
僕
は
、
寒
冷
化
異
変
を
起
こ
す
時
、
闇
幻
想
郷
を
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
力
で

人
間
界
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
、

紫
さ
ん
の
境
界
と
同
じ
速
さ
で
た
ど
り
着
け
ま
す
。
」

フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
「
黒
界
　
ワ
ー
プ
・
ザ
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
」

闇
幻
想
郷
　
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ド
ル
ス
「
フ
ロ
ッ
グ
マ
ン
、
神
器
の
仕
上
が
り
は
ど
う
？
」

ニ
ョ
ロ
モ
「
い
い
感
じ
に
で
き
た
で
し
ょ
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
「
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い

ぞ
。
ロ
ザ
リ
オ
セ
イ
バ
ー
と
卍
天
楼
は
用
意
し
た
。
」
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神
器
と
神
武
天
を
重
ね
た
時
、
一
筋
の
光
が
弾
幕
の
よ
う
に
四
方
八
方
に
散
ら

か
っ
た
。

リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
　
人
間
界
　
諏
訪
大
社

神
々
は
、
地
面
を
這
い
蹲
っ
て
い
た
。

つ
く
ば

神
奈
子
「
く
そ
っ
、
こ
こ
で
残
酷
に
散
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
「
も
は
や
、
こ
れ
ま
で
」

御
刃
彦
之
尊
最
終
形
態
「
神
を
越
し
た
力
に
逆
ら
わ
れ
る
様
な
者
は
な
い
。
」

「
そ
れ
は
ど
う
か
な
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
受
け
取
れ
ー
」

ガ
シ
ッ

セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
十
仏
の
剣
を
持
っ
た
。

「
神
を
殺
そ
う
と
し
た
罪
、
償
っ
て
も
ら
う
、
こ
こ
で
。
堕
天
使
の
血
を
流
し

て
、
命
よ
散
れ
。
」

御
刃
彦
之
尊
最
終
形
態
「
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
、
貴
様
の
持
つ
剣
な
ぞ
、
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怖
く
な
い
。
」

「
だ
っ
た
ら
、
受
け
れ
、
こ
の
剣
を
。
」

「
神
は
、
俺
の
敵
で
は
な
い
死
ね
、
？
？
？
　
　
グ
ラ
ン
ド
ク
ロ
ス
」

弾
幕
を
避
け
て
い
き
、
そ
し
て
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
御
刃
彦
之
尊
の

心
臓
を
一
刺
し
し
た
。

「
神
殺
し
は
、
堕
天
使
に
は
不
可
能
だ
。
」

返
り
血
を
浴
び
た
、
セ
ル
イ
ン
ジ
ー
・
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
う
語
っ
た
。

御
刃
彦
之
尊
は
、
命
を
落
と
し
た
。

翌
日

闇
幻
想
郷
　
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド

フ
リ
ッ
ピ
ー
「
長
い
闘
い
か
ら
、
解
放
さ
れ
て
よ
か
っ
た
。
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
「
聖
雷
　
　
サ
ン
タ
サ
ン
ダ
ー
」

「
う
わ
ぁ
、
び
っ
く
り
し
た
。
な
に
す
ん
だ
よ
ー
」

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
」

し
か
し
宇
宙
に
な
に
や
ら
怪
し
げ
な
影
が
映
ろ
う
と
し
て
い
た
。

「
宇
宙
は
俺
が
壊
す
。
」
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「
我
は
、
あ
る
生
命
体
か
ら
作
ら
れ
た
も
う
一
つ
の
生
命
体
、
こ
の
宇
宙
を
恐

怖
の
ど
ん
底
に
落
と
す
こ
と
な
ぞ
、
容
易
い
こ
と
だ
。
」

終
☆
演

次
回
作
決
定

劇
場
小
説
版
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
黒
き
宇
宙
に
潜
む
危
機
シ
ン
シ
ェ
ニ

モ
ン
襲
来

新
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
に
て
登
場
予
定
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（
後
書
き
）

次
回
作
も
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
１
月
は
二
つ
も
劇
場
小
説
が
登
場
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

劇場小説版ハッピーツリーワールド真実(まこと)が動いた頃に東方真実劇
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